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一人ひとりのよさが輝き 笑顔と元気があふれる学校  

７月号 さいたま市立沼影小学校 

令和 ６年 ６月 ２８日 

沼影小学校ホームページ 

https://numakage-e.saitama-city.ed.jp  

沼 影 小 だ よ り 
〒３３６－００２７ 
さいたま市南区沼影 ２－８－３６ 
ＴＥＬ ０４８（８６３）０７７７ 

７月の生活目標 休み時間に次の時間の準備をしよう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しき時代 ～渋沢栄一の教えに学ぶ～ 

校長  大森 恵美子  

「新しき時代には新しき人物を養成して新しき事物を処理せねばならない。」これは、埼玉県が誇る渋沢栄

一翁の言葉（渋沢栄一訓言集より）です。渋沢栄一翁は、ご存じのとおり、幕末期から昭和初期までの長き

に渡って活躍し、「日本資本主義の父」と呼ばれた実業家です。また、いよいよ令和 6年 7 月 3日から新 1

万円札の肖像になる方であり、大河ドラマ「青天を衝け」をはじめ、多くのメディアで取り上げられ、その

人となりが広く知れ渡りました。 

栄一は、討幕を目指していましたが、２４歳時に一橋慶喜（のちの１５代将軍徳川慶喜）に仕え、２７

歳時にフランスのパリ万博使節団の一員となり渡仏。欧州の先進国を視察し２８歳時に帰国(時は明治維

新)。日本初の株式会社を立ち上げたのち、明治政府に仕え大蔵省に入省。新しい国づくりに深く関わりま

す。4年勤めたのちに民間の実業家として、33歳時に第一国立銀行を開業。その後、76歳で実業界を引

退するまでの 43 年間で約５００もの会社設立に関わり、生涯かけて約６００もの教育機関や社会公共事

業の支援をしたそうです。 

さて、冒頭の「新しき時代には新しき人物を養成して新しき事物を処理せねばならない。」という訓言

を目にしたとき、私は、現行の学習指導要領と重なりました。2010年頃からＶＵＣＡ(ブーカ V：不安

定、U：不確実、C：複雑、A：曖昧)の時代と言われ始め、10 年以上が経っています。そして、今の子

どもたちが成人する頃は、今と価値観が変わり予測困難な時代になっているということから、平成２８

年１２月の中央教育審議会答申において、子どもたちが未来社会を切り拓くために、教育課程全体を通

して育成を目指す資質・能力を ①生きて働く「知識・技能」の習得、②未知の状況にも対応できる「思

考力・判断力・表現力」の育成、③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

の涵養（かんよう）という三つの柱で整理され、現行の学習指導要領で具現化されたのです。 

栄一が生きていた時代は、２００年以上続いた鎖国の時代が終わり、明治維新を経て、明治・大正・

昭和と、産業の近代化やそれに伴う服装や食文化など暮らしが大きく変わり、様々な価値観がそれこそ

誰も経験したことのないほど大きく崩れた、または変化した時代です。栄一は、その激動の時代に、幕

臣・官僚・実業家・慈善家・教育者等、多くの顔をもって活躍しました。一方、いつの時代も社会は常

に変化・進化していますが、人工知能（AI）が飛躍的進化をしている現代、そのスピードはますます加

速していると言われています。「新しき時代には新しき人物を養成」することが急務であることを思い知

らされます。 

栄一は、多くの言葉を残していますが、その中の一つに「ただそれを知っただけでは上手くいかない。

好きになればその道に向かって進む。もしそれを心から楽しむことが出来れば、いかなる困難にもくじ

けることなく進むことができるのだ。」という言葉があります。習得した知識を柔軟さと対応力をもって

生きた知識として社会に還元した栄一。まさに栄一自身が「新しき時代の新しき人物」となり、「新しき

人物を養成」して激動の時代に生き生きと活躍したのです。これからの時代を生きる子どもたちに、例

えばAIに溺れることなくAIと共存していけるよう、学ぶことの本当の面白さ・楽しさを知り、いかな

る困難にもくじけることなく進むことができる力を付けたいと心から思います。 

https://numakage-e.saitama-city.ed.jp/


行事予定 

７月 朝 行 事 

1 月  個人面談 短縮５時間 下校 14:10  

2 火 生活朝会 個人面談 短縮５時間 下校 14:10 ますます元気教室 

3 水  個人面談 短縮５時間 下校 14:10        未来くるワーク 

4 木 GS 個人面談 短縮５時間 下校 14:10 あいさつ運動 

5 金 GS 個人面談 短縮５時間 下校 14:10 

6 土  市硬筆展（体育館） 

7 日  市硬筆展（体育館） 

8 月  通常日課５時間 下校 14:40 舘岩自然の教室説明会（５年） 

9 火  通常日課５時間 下校 14:40 ５年校外学習 ますます元気教室 

10 水  通常日課５時間 下校 14:40 読み聞かせ（５・６年）安全点検日 

11 木 GS 通常日課５時間 下校 14:40 放チャレ あいさつ運動 

12 金 GS 通常日課５時間 下校 14:40 代表委員会 教育相談日 

13 土  内谷祭り 前夜祭   18:00 

14 日  内谷祭り（氷川神社）10:00 

15 月  海の日 

16 火 表彰朝会 通常日課４時間 下校 13：40 ますます元気 

17 水  通常日課４時間 給食終了 下校 13：40 

18 木  短縮日課３時間 下校 11:30 

19 金  第１学期終業式 短縮日課３時間 下校 11:30 

20 土    

21 日    

22 月  出勤日 土チャレ 

23 火  サマーチャレンジ 

24 水    

25 木    

26 金  土チャレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜着任のお知らせ＞ 

 ６月１７日（月）より、非常勤講師と

して松山 楓教諭が着任し、５年生を指

導しています。 

＜６月の安全点検＞ 

点検の結果、安全に関わる大きな異状は

認められませんでした。 

 

＜ 校内硬筆展 ＞ 

 個人面談期間中に校内硬筆展を実施

しています。是非ご覧ください。 

公開期間：７月１日（月）～７月５日（金） 

公開時間：児童下校後から１６：３０まで 

※履物等は各自でご準備ください。 

＜６年校外学習＞ 

 ６月２４日（月）に、６年生が校外

学習で国会議事堂、科学技術館に行き

ました。歴史的な建物に触れ、政治の

学習や科学の面白さについて学習して

きました。 

 

 ＜２年遠足＞ 

 ６月２０日（木）に、２年生が遠足

で、葛西臨海水族園に行ってきました。

水族園の水槽の大きさに迫力を感じ、

たくさんの種類の魚がいることを知る

ことができました。みんなが使う場所

の過ごし方についても学習しました。 

 

＜２学期始めの予定＞ 

８月２８日（水）２学期始業式 

短縮日課３時間 下校１１：３０ 

  ２９日（木）短縮日課３時間 

下校１１：３０ 

 ３０日（金）通常日課４時間 

給食開始 下校１２：４０ 

９月 ３日（火）授業参観・懇談会（５・４年） 

９月 ６日（金）授業参観・懇談会（３・２年） 

９月１０日（火）授業参観・懇談会（６・１年・ひ） 

９月１８日（水）舘岩前健康診断（５年） 

 

＜防犯ボランティア＞ 

 個人面談期間中、防犯ボランティアの皆様が１年生の下校に付

き添ってくださいます。ありがとうございます。 

 

＜未来くるワーク＞ 

 ７月３日（水）～７月

５日（金）の３日間、中

学生職場体験事業「未来

くるワーク」として、内

谷中の２年生９名が活動

します。 

＜産休のお知らせ＞ 

夏休み中に坂口 舞教諭と春園 有里

教諭が産休に入ります。代員につきまし

ては、決まり次第連絡いたします。 

＜自転車安全教室（４年）＞ 

 ６月２６日（水）浦和警察、交通

指導員の方々に来ていただき、自転

車の乗り方について、実際の道路を

イメージしながら、教えていただき

ました。暑い中、ご指導いただき、

ありがとうございました。 


